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川
筋
気
質
と
は
、
福
岡
・
筑
豊
の
炭
鉱
地
区
か
ら
遠
賀
川
周
辺
、
さ
ら
に
洞
海
湾
を
経
て
若
松
に

至
る
地
区
の
、
石
炭
の
採
掘
・
運
搬
・
荷
役
に
関
わ
っ
た
人
々
の
気
質
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
言

葉
を
知
っ
た
の
は
昭
和
３
７
年
三
菱
化
成
に
入
社
し
、
北
九
州
・
黒
崎
工
場
で
三
交
替
の
現
場
実
習

の
時
だ
っ
た
。
夜
勤
明
け
に
現
場
の
職
長
に
酒
屋
へ
連
れ
て
行
か
れ
、
「
筋
を
通
す
」
「
喧
嘩
っ
早

い
」
「
弱
き
を
助
け
強
気
を
挫
く
」
川
筋
気
質
の
こ
と
を
教
え
て
貰
っ
た
。 

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
石
原
裕
次
郎
主
演
の
『
花
と
龍
』
の
映
画
が
封
切
ら
れ
た
。
若
松
港
石
炭
荷

役
の
沖
仲
仕
の
頭
だ
っ
た
玉
井
金
五
郎
が
モ
デ
ル
と
さ
れ
、
原
作
は
息
子
の
火
野
葦
平
だ
っ
た
。
映

画
館
は
満
員
で
、
「
裕
ち
ゃ
ん
、
日
本
一
！
」
と
、
威
勢
の
い
い
掛
け
声
も
飛
ん
だ
。 

 

２
０
１
９
年
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
銃
撃
を
受
け
７
３
才
で
亡
く
な
っ
た
中
村
哲
医
師
は
、
玉
井

金
五
郎
の
孫
だ
っ
た
。
火
野
葦
平
は
伯
父
に
当
た
る
。
中
村
は
、
若
松
で
育
ち
古
賀
で
学
生
時
代
を

過
ご
し
た
。
幼
少
期
に
一
緒
に
暮
ら
し
た
祖
父
玉
井
金
五
郎
と
祖
母
マ
ン
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け

た
。
「
弱
気
を
助
け
る
」
精
神
は
こ
の
時
植
え
付
け
ら
れ
た
と
い
う
。
学
生
時
代
に
は
バ
プ
テ
ス
ト

教
会
に
通
い
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
な
っ
た
。 

中
村
は
、
１
９
８
４
年
３
７
才
の
時
パ
キ
ス
タ
ン
に
医
師
と
し
て
派
遣
さ
れ
、
や
が
て
拠
点
を
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
移
す
。
病
人
と
接
し
て
い
る
う
ち
に
水
が
無
い
た
め
の
病
気
の
多
発
に
気
づ
き
１

６
０
０
の
井
戸
を
掘
る
。
し
か
し
、
天
候
異
変
の
大
渇
水
の
た
め
農
地
が
砂
漠
化
し
４
０
０
万
人
の

人
々
が
飢
餓
に
陥
っ
た
。
そ
し
て
「
１
０
０
の
診
療
所
よ
り
も
一
つ
の
用
水
路
が
必
要
で
あ
る
」
と
、

独
学
で
土
木
を
学
び
、
地
域
の
人
々
と
一
緒
に
殆
ど
人
力
で
２
５
キ
ロ
に
渡
る
用
水
路
を
７
年
か
け

て
２
０
１
０
年
に
完
成
さ
せ
た
。
砂
漠
だ
っ
た
土
地
は
農
地
と
な
り
、
今
や
６
５
万
人
の
人
々
が
暮

ら
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
後
中
村
は
９
つ
の
用
水
路
を
作
っ
た
。 

「
弱
き
を
助
け
る
」
川
筋
気
質
と
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
心
が
、
数
多
く
の
人
々
の
命
と
生
活
を
救
っ
た
。

「
カ
カ 

ム
ラ
ド
（
村
の
お
じ
さ
ん
）
」
と
呼
ば
れ
て
親
し
ま
れ
た
中
村
哲
の
名
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
の
歴
史
に
長
く
残
る
こ
と
で
あ
ろ
う
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（
令
和
４
年
１
月
７
日
） 

 

 


